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論文内容要旨
目的
 剖検例の検索成績から,精巣は白皿病細胞.)浸潤を比較的受げ易い臓器とされている。こりように
 高顔変に白血病の浸潤をみるにも拘らず,これらにつき系統的な組織学的研究ほ極めて少ない。私は
 白血病細胞の浸潤による外的侵襲に対する精巣の変化を調べる目的で厘瘍細胞の浸潤頻度,拡がρの
 様式,さらに間質の反応等1て焦点を於き検討した。白血病細胞の拡がりは血管及ひリンパ管と深い関
 係をもつが,私ばVaSCUlarSyStemの分布状態を連続切片によって追跡L,白血病の浸潤の経
 路を明ちかにしようとした。さらに,汎発性リンパ性細網肉腫及びリンパ肉腫例の精巣を対照、ヒし日
 血病例と比較してみた。
 材料及び方法
 1966年1月から1969年10月迄(3年10ヶ月)の東北大学区学部病理学教室の剖検例から男子
 白血病47例,リンパ陛細網肉腫7例,リンパ肉腫2例をえらんだ。白血病の内訳は骨髄性33例,リノバ
 性7例,単球性6例,赤白血病1例で,以.上のうち43例は急性白血病,残Pの4例は1蔓性骨髄性で
 あった。年令分布は生後6ケ月から74才に及んでいる。これらの精巣につき,通常の組織標本を作
 製L,必要κ応じて特殊染色を施した。また,血管及びリンパ管の分布状態を探索する為適当な2例
 について連続切片を作成し,後者の1例には描画装置を用い投影を行なって,これらの走行を
 追求した。白血病細胞浸潤の定義としては,白皿病細胞が血管内にこみ存在する場合を除き,間質組
 織内に浸潤しているものに限定し浸潤陽性と判定した。
 成績並びに考察
 精巣への白血病細胞の浸潤頻度は47例中43例(91%シと甚だ高く,その内訳は骨髄性33例甲
 29例(88%),リンパ性,単球性および赤白血病では,全例にみられた。また,急性・慢性の別で
 は,急性白血病て43例中39例(90%)に,慢性骨髄性白血病では4例の全てに浸潤が確認された。
 Givlerによれば,急性例は643%,慢性例は22.4%に認められたと述べ,差のあることを示して
 いる。浸潤程度の左右差を両側の精巣で検討した結果、大多数の症例疋於てほy均等に浸潤細胞かみ
 られた。白血病は各年代に発生しているが,浸潤は10才未満の2例には認められず,11才から40
 才迄のいわゆる青壮年期では全例に存在している点興味深い。精巣への白血病細胞.)浸潤程度を3段
 階に分け,高度・中等度。軽度とした。漆慢注かつ高度に浸潤を示したものは43例中7例(16
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 %)で,とくにリンパ性のものに高頻変に認められる傾向を示し.た。白血病細胞は精巣の間質に沿っ
 て周囲に拡がり軽度例では主として血管周囲にのみ散在し.,漆慢性浸潤例ではそのため,問質の巾が
 広く精細管の圧排像を伴なう。白血病細胞の精巣内分布を知る目的で,一条の方法に従って部位別の
 浸潤度の差を検討した。その結果,白血病細胞は各領域にほy均等に分布し,とくに有意の差を示さ
 ない。中等大の血管周囲に結節状の浸潤をなすものが約10例みられたが,病巣内に齢ける血管壁の
 破綻は確認てきなかった。このような例にお・汀る結節は寿＼よそ500μから1000μの径をもち,白
 血病細胞は周辺に浸潤性が拡がる。また白血病細胞の浸潤が高度の部位では,一般に細小血管の増生
 が認めら)れる。
 精巣組織のリノパ管様構造は顕微鏡的には確認出来ないことが多いが,今回の検索ては精細管周囲
 に管腔を容易に見出し得た例が稀でなかった。この管腔はエオジンにうすく染まる細長い壁で及び赤
 血球を欠くこと等からリンパ管と認定された。リンパ管の走行を連続切片で追跡すると,精細管・間
 細胞・血管に接して存在し,これらとは明らかに区別される薄い壁によって諭＼われている。しかし.
 その形は不競買Ilで時に壁の一部を欠いたり,切片によってそのリンパ管の構造を全く認めることの出
 来ない事があった。Fawcettらの電子顕微鏡的業績によれば,'これらの管腔はリンパ管というよ
 りもSinusoidといった方が正しいかも知れないと言っている。この管内に白血病細胞は多くて数
 ケ,通常は1～2ケみられた。以上のことから,精巣のリンパ管は管状構造をなしていることが充分
 に考えられるが,壁が非常に薄いため形は一定せず,むしろ,組織隙に近い状態で存在しているもの
 と思われ,特殊な状態にむいてのみ拡がる可能性が考えられる。このような点から精巣への白血病細
 胞は血行によって到達し浸潤したもので,局所に診ける拡がりにはリンパ管の関与も否定できない。
 間質細胞は白血病細胞の浸潤に対し,一般に減少する傾向を示す。また,間質の好銀線維は白血病
 細胞の浸潤に比例し.て増殖し,高度ないし中等度の浸潤例では典型的な細工形式をなして論り,しか
 もそれらは血管壁を中心として拡がっている事が確認された。
 精巣への浸潤度と罹病期間,抗癌剤療法,末梢白血球数,肝・脾への浸潤度の関係を夫々調べてみ
 たが,いづれも平行関係を示さない。
 リンパ性細・網肉痙7例のうち,精巣に浸潤が認められたのは1例(14%)という低頻度であり,
 し・かもその浸潤は軽度で,ごく散在的にのみ認めるにすぎなかった。リンパ肉種2例のうち1例に一
 i員1」精巣への中等度浸潤を認め,肉眼的匠も小結節とし.て確認された。
結 語
 以上の如く,白血病細胞の精巣への浸潤は高頻度にみられ,とくにリンパ性のものでは派慢性の浸
 潤を示すものが多ぐ,これ迄の報告例とも良く一致し.ている。白血病細胞の浸潤経路は血行てよるも
 のが主体で,精巣内でも小血管周辺に病巣が認められた。な寿,精巣内にむけるリンパ管(リンパ隙)
 の追跡を行ない,その存在を明らかにした。
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 審査結果の要旨
 著者は各種白血病症例(47例)の精巣を組織学的に検索した結果,次の如き結果を得た。
 1)精巣における白血病細胞の浸潤は91%という高頻度にあり,とくにび慢性にみるものは,
 あたかも精巣原発を思わせるように精細管の圧排,萎縮が著明である。また高度浸潤例
 はリγパ性白血病で最も頻度が高い。年令別にみると,0才から10才迄の2例を除き,他
 の年代には有意の差なく浸潤が認められ,高度の浸潤は青壮年期に多く老人には少なかった。
 しかし白血病細胞の精巣内に浸潤し易い部位はとくに認められない。
 2)浸潤を認めた精巣の精細管周囲にllンバ管様構造を見出した。明瞭な内皮細胞をもち管構
 造を示すが連続性に乏しく組織の間隙に近いものと断定した。また,この管腔内に白血病細
 胞の存在を認めた。精巣への白血病細胞の浸潤経路は大部分が血行性であり精巣内での細胞
 の移動にリンパ管が関与しているものと結論づけた。
 3)白血病症例における精巣の間質細胞は抗癌剤の影響を加味しても一般に退化の傾向にある。
 また浸潤に比例して間質に好銀線維の増殖がみられ典型的な細工形成に至るものもあった。
 4)細網肉腫の剖検例7例の精巣を検索したが浸潤が認められたのはわずか1例で,それも極
 く軽度であり白血病例と差のあることを知った。またりγパ肉腫は2例のうち1例に浸潤が
 あったが特長のある様式は認めなかった。
 病理学的に精巣は白血病細胞の浸潤をうけ易い臓器とされていながらも,くわしい検索はなく,
 それを組織学的に系統的な研究をしたことに評価がある。
 なお,特記すべきことは精巣のリンパ管の課題である。従来,精巣のTunicaalbugm-
 eaのsubser。sa1に豊富なリンパ管があり,これらは精巣網に注く・ことは知られていた。し
 かし間質にリγパ管があることには賛否両論があった。しかし著者は精巣間質にリンパ管様構造の
 存在を確認し,その構造は非常に不規則,不定でリンパ管というよりもりγパ隙に近いものであろ
 うと結論した。最近Fawcettが動物の精巣でリンパ管を電顕的に探索した結果と良く符号する。
 それ故,著者は白血病細胞は大部分が血行性に精巣に浸潤し精巣内での細胞の移動にリγパ隙が関
 与していたものと推測している。
 以上の諸成果よりみて,この研究は博士論文として十分価値あるものと思われる。
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